比較民話学とは何か : その歴史・目的・方法 by 高木 昌史 et al.
【
研
究
ノ
ー
ト
】比
較
民
話
学
と
は
何
か
―
―
そ
の
歴
史
・
目
的
・
方
法
―
―
高
木
昌
史
本
「
研
究
ノ
ー
ト
」
は
、
目
下
準
備
中
の
論
文
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
描
く
も
の
で
あ
る
。
筆
者
自
身
の
覚
書
（A
d
m
e
ipsum
）
で
あ
る
が
、
昔
話
を
含
め
広
く
口
承
文
芸
学
に
関
心
を
抱
く
方
々
に
「
比
較
民
話
学
」
の
内
容
を
、
柳
田
国
男
の
業
績
を
背
景
に
、
多
少
と
も
紹
介
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
我
が
国
で
口
承
文
芸
学
の
基
礎
を
確
立
し
た
柳
田
国
男
が
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
代
表
格
で
あ
る
「
昔
話
」（
ド
イ
ツ
語Volksm
ärchen
、
以
下
「
民
話
」
と
も
表
記
）
に
関
し
て
特
に
注
目
し
た
の
は
、
驚
く
べ
き
「
東
西
の
一
致
」
で
あ
っ
た
（『
郷
土
生
活
の
研
究
法
』、
一
九
三
五
年
）。
現
在
ド
イ
ツ
で
刊
行
中
の
『
昔
話
百
科
事
典
』E
nzyk-
lopädie
des
M
ärchens
（
第
一
巻
、
一
九
七
七
年
〜
）
は
、
柳
田
の
こ
の
言
葉
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、「
物
語
の
歴
史
的
・
比
較
的
研
究
の
た
め
の
中
（
型
）
辞
典
」H
andw
örterbuch
zur
histori-
schen
und
vergleichenden
E
rzählforschung
を
副
題
と
し
て
い
る
。
昔
話
は
今
日
、
文
芸
学
、
深
層
心
理
学
、
民
俗
学
、
教
育
学
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
等
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
関
心
の
的
と
な
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
は
「
比
較
」vergleichen
の
視
点
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
す
ま
す
そ
の
奥
深
い
魅
力
を
開
示
す
る
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
て
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
「
比
較
民
87
話
学
」
と
い
う
学
問
の
〈
歴
史
〉
お
よ
び
〈
目
的
〉
と
〈
方
法
〉
を
再
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
Ａ
比
較
民
話
学
の
〈
歴
史
〉
こ
の
学
問
が
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き
た
足
跡
を
大
ま
か
に
辿
る
と
、
ほ
ぼ
次
の
よ
う
に
な
る
。
原
点
は
、
ド
イ
ツ
の
グ
リ
ム
兄
弟B
rüder
G
rim
m
、
す
な
わ
ち
ヤ
ー
コ
プ
と
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
が
編
纂
し
た
『
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
』K
inder−und
H
ausm
ärchen
（
い
わ
ゆ
る
「
グ
リ
ム
童
話
集
」、
以
下K
H
M
と
略
記
）
の
「
原
注
」O
riginalanm
erkungen
に
遡
る
。
そ
れ
に
は
次
の
三
段
階
が
あ
る
。
１
Ｋ
Ｈ
Ｍ
「
初
版
」（
一
八
一
二
／
一
五
年
）
各
巻
末
尾
２
Ｋ
Ｈ
Ｍ
第
二
版
（
一
八
一
九
年
）
第
三
巻
の
「
注
釈
篇
」（
一
八
二
二
年
）
３
Ｋ
Ｈ
Ｍ
第
三
版
（
一
八
三
七
年
）
第
三
巻
の
「
注
釈
篇
」（
一
八
五
六
年
）
３
「
注
釈
篇
」（
今
日
、
レ
ク
ラ
ム
版
所
収
）
に
は
、「
研
究
ノ
ー
ト
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
が
そ
こ
で
紹
介
・
解
説
し
て
い
る
昔
話
（
民
話
）
の
範
囲
は
す
で
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
で
あ
る
。（
原
書
に
関
し
て
は
論
文
で
触
れ
る
。）
（
メ
モ
）
本
学
民
俗
学
研
究
所
の
「
柳
田
文
庫
」
に
は
、
レ
ク
ラ
ム
版
の
３
「
注
釈
篇
」
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
次
は
、
３
「
注
釈
篇
」
を
大
幅
に
改
訂
し
た
ボ
ル
テ
／
ポ
リ
フ
カ
の
『
グ
リ
ム
兄
弟
「
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
」
注
解
』Anm
erkungen
zu
den
K
inder−und
H
ausm
ärchen
der
B
rüder
G
rim
m
,
neubearbeitet
von
Johannes
B
olte
und
G
eorg
Polívka
全
五
巻
（
一
九
一
三
／
一
五
／
一
八
／
三
〇
／
三
二
年
））（
以
下
Ｂ
／
Ｐ
と
略
記
）
で
あ
る
。
こ
の
「
注
釈
篇
」
は
、
グ
リ
ム
の
３
「
注
釈
篇
」
を
土
台
に
、
ド
イ
ツ
の
民
俗
学
者
ボ
ル
テ
と
チ
ェ
コ
の
学
者
ポ
リ
フ
カ
が
そ
の
後
収
集
・
整
理
し
た
世
界
中
の
類
話
情
報
を
掲
載
し
て
お
り
、
以
後
、
昔
話
（
民
話
）
比
較
研
究
の
金
字
塔
と
な
っ
た
。
（
メ
モ
）
柳
田
国
男
は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
滞
在
時
と
帰
国
後
、
こ
の
「
注
釈
篇
」
五
巻
を
揃
え
て
、
彼
の
昔
話
研
究
に
活
用
し
た
（「
柳
田
文
庫
」
所
蔵
）。
Ｂ
／
Ｐ
の
直
後
、
ボ
ル
テ
と
マ
ッ
ケ
ン
ゼ
ン
に
よ
っ
て
、
本
格
的
88
な
『
ド
イ
ツ
昔
話
辞
典
』
が
企
画
さ
れ
た
。J.B
olte/L.M
ack-
ensen
：H
andw
örterbuch
des
deutschen
M
ärchens
（
一
九
三
三
／
四
〇
年
）
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
こ
の
「
辞
典
」
は
第
二
巻
のG
で
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
。
内
容
は
今
日
的
に
見
て
も
、
興
味
深
い
項
目
を
多
数
収
録
し
て
い
る
。
（
メ
モ
）
柳
田
も
こ
の
「
辞
典
」
を
愛
読
し
参
考
に
し
た
。「
柳
田
文
庫
」
所
蔵
。
『
ド
イ
ツ
昔
話
辞
典
』
は
〈
ド
イ
ツ
〉
に
範
囲
が
限
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
種
々
の
学
問
（
文
芸
学
、
心
理
学
、
民
俗
学
等
々
）
の
進
歩
と
、
今
日
の
学
際
的
か
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
な
学
問
動
向
を
踏
ま
え
て
、
ド
イ
ツ
の
民
俗
学
者
ク
ル
ト
・
ラ
ン
ケ
が
中
心
と
な
っ
て
、
空
前
絶
後
の
「
百
科
事
典
」
が
構
想
さ
れ
た
。
は
じ
め
に
紹
介
し
た
『
昔
話
百
科
事
典
』（
以
下
Ｅ
Ｍ
と
略
記
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
一
九
七
七
年
の
第
一
巻
か
ら
、
二
〇
〇
八
年
の
第
十
二
巻
Ｓ
の
項
目
ま
で
が
、
現
在
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
辞
典
や
事
典
の
類
と
並
ん
で
、
昔
話
の
比
較
研
究
の
基
礎
を
構
築
し
た
の
は
「
索
引
」
類
で
あ
る
。
最
初
の
索
引
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
学
者
ア
ン
テ
ィ
・
ア
ー
ル
ネA
ntti
A
arne
が
ド
イ
ツ
語
で
作
成
し
、
一
九
一
〇
年
に
発
表
し
た『
昔
話
タ
イ
プ
の
索
引
』Verzeichnis
der
M
ärchentypen
で
あ
る
。
一
九
二
八
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
民
俗
学
者
ス
テ
ィ
ス
・
ト
ン
プ
ソ
ンStith
T
hom
pson
が
、
同
索
引
の
大
幅
な
増
補
改
訂
版
『
昔
話
の
タ
イ
プ
』T
he
T
ypes
of
the
Folktale
を
刊
行
し
、
こ
の
英
語
版
は
同
じ
ト
ン
プ
ソ
ン
に
よ
っ
て
、
一
九
六
一
年
、
さ
ら
に
改
訂
さ
れ
（
以
下
、
Ａ
Ｔ
と
略
記
）、
久
し
く
国
際
的
な
タ
イ
プ
基
準
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
そ
し
て
最
近
、
ド
イ
ツ
の
口
承
文
芸
学
者
ハ
ン
ス
―
イ
ェ
ル
ク
・
ウ
タ
ーH
ans−Jörg
U
ther
が
Ａ
Ｔ
に
基
づ
い
て
、『
国
際
的
昔
話
の
タ
イ
プ
』The
T
ypes
of
InternationalFolktales
を
英
語
で
刊
行
し
た
（「
第
一
部
」、
二
〇
〇
四
年
）（
Ａ
Ｔ
Ｕ
と
略
記
）。
（
メ
モ
）「
柳
田
文
庫
」
所
蔵
の
Ａ
Ｔ
は
、
Ｆ
Ｆ
Ｃ
（Folklore
Fel-
low
s’C
om
m
unications
）
七
四
の
一
九
二
六
年
版
で
あ
る
。
昔
話
の
タ
イ
プ
と
は
別
に
、
前
述
ト
ン
プ
ソ
ン
が
発
表
し
た
『
民
間
伝
承
の
モ
テ
ィ
ー
フ
索
引
』M
otif−Index
of
Folk−Literature
一
九
五
五
―
五
八
年
、
全
六
巻
も
、
昔
話
研
究
の
比
較
研
究
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
89
（
メ
モ
）「
柳
田
文
庫
」
に
は
Ｆ
Ｆ
Ｃ
一
〇
六
―
一
〇
九
の
一
九
三
二
―
一
九
三
六
年
版
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
柳
田
の
『
日
本
昔
話
名
彙
』
と
Ａ
Ｔ
（
Ｕ
）
と
の
比
較
等
、「
索
引
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
論
文
で
触
れ
る
。
柳
田
が
昔
話
の
「
東
西
の
一
致
」
に
着
目
し
て
か
ら
Ｅ
Ｍ
刊
行
ま
で
の
歴
史
を
、
以
上
、
簡
単
に
振
り
返
っ
た
が
、
辞
典
・
事
典
や
索
引
類
が
ほ
ぼ
出
揃
っ
た
現
在
（
英
語
圏
の
辞
典
・
事
典
類
に
関
し
て
は
、
論
文
で
紹
介
す
る
）、
昔
話
（
民
話
）
は
、
柳
田
の
予
見
ど
お
り
、
ま
す
ま
す
そ
の
「
比
較
研
究
」
を
要
請
さ
れ
て
い
る
。
Ｂ
比
較
民
話
学
の
〈
目
的
〉
と
〈
方
法
〉
『
昔
話
百
科
事
典
』（
Ｅ
Ｍ
）
第
八
巻
（
一
九
九
六
年
刊
）
の
「
比
較
研
究
」K
om
paratistik
の
項
、
あ
る
い
は
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
『
昔
話
／
妖
精
物
語
百
科
事
典
』T
he
G
reenw
ood
E
ncyclopedia
ofFolktales
&
Fairy
Tales,
U
SA
,
3vols
（
二
〇
〇
八
年
刊
）
第
一
巻
の
「
比
較
の
方
法
」C
om
parative
M
ethod
の
項
は
論
文
で
紹
介
す
る
こ
と
に
し
、
こ
こ
で
は
比
較
研
究
の
源
流
と
な
っ
た
重
要
文
献
を
数
点
概
観
し
た
い
。
比
較
研
究
の
出
発
点
は
そ
も
そ
も
グ
リ
ム
兄
弟
に
求
め
ら
れ
る
。
兄
ヤ
ー
コ
プ
は
Ｋ
Ｈ
Ｍ
を
出
版
す
る
以
前
か
ら
す
で
に
、
口
承
文
芸
の
最
も
大
き
な
特
色
と
し
て
「
類
話
」
を
挙
げ
て
い
た
（
グ
リ
ム
兄
弟
『
メ
ル
ヘ
ン
論
集
』、「
初
期
論
文
」
法
政
大
学
出
版
局
）。
類
話
は
言
う
ま
で
も
な
く
比
較
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
明
ら
か
に
な
る
。
実
際
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
「
研
究
ノ
ー
ト
」
篇
の
中
で
、
弟
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
説
話
集
『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』、
バ
ジ
ー
レ
の
『
ペ
ン
タ
メ
ロ
ー
ネ
』、『
ペ
ロ
ー
童
話
集
』
等
々
とK
H
M
収
録
の
昔
話
と
の
比
較
対
照
表
を
作
成
し
て
い
る
。
前
述
ア
ー
ル
ネ
の
『
昔
話
タ
イ
プ
の
索
引
』
は
こ
の
方
法
を
継
承
す
る
試
み
で
あ
る
。
そ
の
ア
ー
ル
ネ
は
『
索
引
』
の
二
年
前
、『
昔
話
の
比
較
研
究
』Ver-
gleichende
M
ärchenforschungen
（
一
九
〇
八
年
）
を
発
表
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
地
理
・
歴
史
的
研
究
方
法
」
を
提
示
し
た
著
作
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
じ
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
民
俗
学
者
カ
ー
ル
レ
・
ク
ロ
ー
ンK
aarle
K
rohn
は
、
一
九
二
六
年
、
彼
の
『
民
俗
学
方
法
論
』D
ie
folkloristische
A
rbeitsm
ethode
を
刊
行
す
る
。
こ
の
二
冊
の
名
著
の
邦
訳
を
こ
こ
に
紹
介
し
て
お
く
。
＊『
昔
話
の
比
較
研
究
』
Ａ
・
ア
ー
ル
ネ
著
、
関
敬
吾
訳
、
岩
崎
美
術
社
、
一
九
八
三
（
六
九
）
年
90
＊『
民
俗
学
方
法
論
』
ク
ロ
ー
ン
著
、
関
敬
吾
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
五
（
四
〇
）
年
（
メ
モ
）「
柳
田
文
庫
」
に
は
ク
ロ
ー
ン
の
原
書
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
柳
田
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
学
派
研
究
の
概
要
に
つ
い
て
は
『
柳
田
国
男
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』（
三
交
社
）
所
収
の
拙
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。
と
こ
ろ
で
ア
ー
ル
ネ
は
『
昔
話
の
比
較
研
究
』
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
昔
話
研
究
は
、
昔
話
の
原
型
、
発
生
地
、
発
生
時
期
お
よ
び
伝
播
経
路
を
み
い
だ
す
こ
と
に
つ
き
る
も
の
で
は
な
い
。「
そ
れ
が
す
ん
だ
の
ち
に
は
じ
め
て
」、
カ
ー
ル
レ
・
ク
ロ
ー
ン
は
か
っ
て
、
お
ど
け
た
調
子
で
い
っ
て
い
た
、「
本
当
の
昔
話
研
究
が
は
じ
ま
る
の
だ
」
と
。（
邦
訳
、
七
二
頁
）
ア
ー
ル
ネ
に
よ
れ
ば
、
昔
話
比
較
研
究
の
究
極
の
目
標
は
、〈
地
理
・
歴
史
的
方
法
〉
の
成
果
を
媒
介
に
、
昔
話
を
構
成
し
て
い
る
諸
要
素
、
す
な
わ
ち
「
民
間
信
仰
」
や
「
習
慣
」
を
調
べ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
「
民
族
心
理
学
的
諸
現
象
」
を
説
明
す
る
こ
と
に
あ
る
、
と
し
て
い
る
（
邦
訳
、
七
二
―
七
三
頁
）。
こ
の
う
ち
、「
民
間
信
仰
」
に
関
し
て
は
、
一
九
二
七
年
か
ら
一
九
四
二
年
に
か
け
て
ド
イ
ツ
で
刊
行
さ
れ
た
今
日
な
お
最
も
詳
し
い
『
ド
イ
ツ
俗
信
辞
典
』H
andw
örterbuch
des
deutschen
A
ber-
glaubens.H
rsg.v.H
anns
B
ächtold−Stäubli
unter
M
itw
irkung
v.E
duard
H
offm
ann−K
rayer,W
alter
de
G
ruyter,B
erlin
u.
Leipzig
全
十
巻
（
以
下
Ｈ
ｄ
Ａ
と
略
記
）
が
最
重
要
文
献
と
な
る
（
二
〇
〇
〇
年
に
同
社
か
ら
再
版
が
刊
行
さ
れ
た
）。
同
『
辞
典
』
は
、
ド
イ
ツ
ば
か
り
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
お
よ
び
自
然
民
族
の
俗
信
を
も
視
野
に
入
れ
た
壮
大
か
つ
緻
密
な
も
の
で
あ
る
。
（
メ
モ
）「
柳
田
文
庫
」
に
同
『
辞
典
』
全
巻
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
前
述
『
柳
田
国
男
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
所
収
の
拙
論
を
参
照
。
も
う
一
つ
、
ア
ー
ル
ネ
が
指
摘
し
て
い
た
「
民
族
心
理
学
的
諸
現
象
」
に
つ
い
て
は
、
右
の
『
辞
典
』
以
外
に
、
お
そ
ら
く
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
、
社
会
学
者
レ
ヴ
ィ
・
ブ
リ
ュ
ー
ルLévy
B
ruhl
が
重
要
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
。
彼
の
『
未
開
社
会
の
思
惟
』Les
fonctions
m
entales
dans
les
sociétés
inférieures,
1910
と
『
原
始
心
性
』La
m
entalité
prim
itive,
1921
は
、
昔
話
の
比
較
研
91
究
に
と
っ
て
、
ま
た
後
述
す
る
カ
ー
ル
・
グ
ス
タ
フ
・
ユ
ン
グ
の
「
集
合
的
無
意
識
」
の
概
念
の
背
景
と
し
て
、
看
過
で
き
な
い
著
作
で
あ
る
。
（
メ
モ
）「
柳
田
文
庫
」に
は
次
の
文
献
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。Prim
itive
m
entality,tr.London,
1923
La
m
ythologie
prim
itive,
3.ed.Paris,
1935
レ
ヴ
ィ
・
ブ
リ
ュ
ー
ル
『
未
開
社
会
の
思
惟
』
山
田
吉
彦
訳
、
小
山
書
店
、
昭
和
一
〇
年
（
註
現
在
は
岩
波
文
庫
、
上
・
下
二
冊
、
一
九
八
三
〈
五
三
〉
年
）
『
原
始
心
性
』
は
英
訳
版
が
「
文
庫
」
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
柳
田
は
『
郷
土
生
活
の
研
究
法
』
の
中
で
、
レ
ヴ
ィ
・
ブ
リ
ュ
ー
ル
の
こ
の
「
原
始
人
心
境
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
「
原
始
」prim
itive
は
、
彼
が
愛
読
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
人
類
学
・
民
族
学
者
タ
イ
ラ
ーSir
E
dw
ard
B
urnett
T
ylor
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
も
あ
っ
た
（『
原
始
文
化
』Prim
itive
C
ulture,
1871
、「
柳
田
文
庫
」
所
蔵
）。
と
こ
ろ
で
、
未
開
人
の
「
心
性
」m
entalité
（m
entality
）
に
注
目
し
た
の
は
、
人
類
学
者
や
社
会
学
者
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
ス
イ
ス
の
心
理
学
者
ユ
ン
グ
は
彼
の
い
わ
ゆ
る
「
集
合
的
無
意
識
」
das
kollektive
U
nbew
ußte
の
概
念
を
構
築
す
る
に
際
し
て
こ
う
語
っ
て
い
る
。「
未
開
人
の
心
理
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
レ
ヴ
ィ＝
ブ
リ
ュ
ー
ル
の
「
集
団
表
象
」
と
い
う
概
念
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
」（
邦
訳
『
元
型
論
』
―
無
意
識
の
構
造
、
Ｃ
・
Ｇ
・
ユ
ン
グ
／
林
道
義
訳
、
紀
伊
国
屋
書
店
、
一
九
八
二
年
）。
こ
の
「
集
団
表
象
」représentations
collectives
を
ユ
ン
グ
は
Ａ
・
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
の
「
要
素
観
念
」
あ
る
い
は
「
原
観
念
」E
lem
entar−oder
U
rgedanken
と
も
言
い
換
え
て
い
る
。
ユ
ン
グ
の
「
集
合
的
無
意
識
」
は
「
個
人
的
無
意
識
」
か
ら
区
別
さ
れ
る
も
の
で
、「
遺
伝
」
に
負
っ
て
お
り
、「
元
型
」der
A
rchetypus
、
す
な
わ
ち
「
心
」
（
魂＝
die
Psyche
）
の
中
の
「
特
定
の
形
式
」bestim
m
te
Form
en
の
存
在
を
暗
示
し
て
い
る
、
と
さ
れ
る
（「
集
合
的
無
意
識
の
概
念
」
D
er
B
egriffdes
kollektiven
U
nbew
ußten,1936,
）。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
昔
話
の
「
東
西
の
一
致
」
に
関
連
し
て
発
言
し
た
柳
田
国
男
の
次
の
よ
う
な
言
葉
で
あ
る
。
＊
と
う
て
い
そ
の
伝
播
の
経
路
が
分
り
そ
う
も
な
い
話
に
、
幾
つ
と
な
き
全
世
界
の
一
致
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
（『
郷
土
生
活
の
研
究
法
』
ち
く
ま
文
庫
版
「
柳
田
國
男
全
集
」
２８
、
八
五
頁
）
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＊
私
ど
も
が
驚
い
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
…
…
二
つ
の
遠
く
離
れ
た
も
の
が
、
か
え
っ
て
互
い
に
よ
く
似
通
う
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。（『
昔
話
と
文
学
』
同
「
全
集
」
８
、
四
三
七
―
四
三
八
頁
）
口
承
文
芸
学
で
は
、
昔
話
の
伝
播
に
つ
い
て
、「
移
動
理
論
」（
ベ
ン
フ
ァ
イ
／
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
学
派
）
と
「
多
元
発
生
」Polygenese
説
（
Ｗ
・
グ
リ
ム
／
タ
イ
ラ
ー
な
ど
人
類
学
派
／
Ａ
・
ラ
ン
グ
等
）
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
が
（
Ｍ
・
リ
ュ
ー
テ
ィ
『
メ
ル
ヘ
ン
へ
の
誘
い
』「
昔
話
研
究
の
歴
史
」
の
章
、
法
政
大
学
出
版
局
）、
ユ
ン
グ
の
「
集
合
的
無
意
識
」
は
特
に
後
者
の
理
論
の
深
層
心
理
学
的
な
解
明
に
一
石
を
投
じ
る
概
念
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
ま
っ
た
く
同
じ
時
代
に
洋
の
東
西
に
生
き
た
柳
田
国
男
（
一
八
七
五
―
一
九
六
二
年
）
と
ユ
ン
グ
（
一
八
七
五
―
一
九
六
一
年
）
は
、
直
接
的
に
は
た
ぶ
ん
接
点
は
な
い
も
の
の
、
当
時
の
人
類
学
、
民
俗
学
、
社
会
学
等
の
知
識
や
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
図
ら
ず
も
、
類
似
の
想
念
を
抱
い
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
両
者
を
繋
ぐ
ミ
ッ
シ
ン
グ
・
リ
ン
ク
（
失
わ
れ
た
環
）m
issing
link
は
、
察
す
る
と
こ
ろ
、
彼
ら
の
学
問
構
築
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
推
測
さ
れ
る
レ
ヴ
ィ
・
ブ
リ
ュ
ー
ル
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
論
文
で
詳
述
）。
「
比
較
民
話
学
」
は
、
世
界
各
地
の
昔
話
（
民
話
）
を
読
み
比
べ
な
ら
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
や
民
族
の
思
考
や
感
性
の
特
徴
を
観
察
し
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
、
中
で
も
、
互
い
に
離
れ
た
地
域
間
の
物
語
の
「
一
致
」（
柳
田
の
「
東
西
の
一
致
」）
に
着
目
し
て
、
そ
の
一
致
の
根
柢
に
あ
る
何
か
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
、
そ
の
点
に
大
き
な
課
題
あ
る
い
は
〈
目
的
〉
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
各
種
の
辞
典
・
事
典
や
索
引
が
出
揃
い
つ
つ
あ
る
中
で
、
文
芸
学
、
民
俗
学
、
深
層
心
理
学
、
教
育
学
等
、
種
々
の
学
問
の
成
果
を
受
容
・
応
用
し
て
、
口
承
文
芸
学
の
分
野
で
そ
れ
ら
を
総
合
す
る
試
み
が
、
今
後
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
作
業
過
程
で
、
レ
ヴ
ィ
・
ブ
リ
ュ
ー
ル
の
「
集
団
表
象
」、
ユ
ン
グ
の
「
集
合
的
無
意
識
」
等
の
概
念
が
、〈
方
法
〉
上
、
重
要
な
指
針
と
な
る
に
ち
が
い
な
い
。
目
下
準
備
中
の
論
文
は
、
こ
の
問
題
を
詳
述
す
る
予
定
で
あ
る
。
追
記本
「
研
究
ノ
ー
ト
」
と
準
備
中
の
論
文
は
、「
グ
ロ
ー
カ
ル
化
時
代
に
再
編
す
る
日
本
の
社
会
・
文
化
に
関
す
る
地
域
・
領
域
横
断
的
研
究
」
お
よ
び
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
地
域
社
会
・
文
化
の
継
承
と
再
構
築
93
に
関
す
る
研
究
」（
成
城
大
学
特
別
研
究
助
成
研
究
）
の
研
究
成
果
と
し
て
発
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
お
世
話
に
な
っ
た
グ
ロ
ー
カ
ル
研
究
代
表
者
・
民
俗
学
研
究
所
長
の
松
崎
憲
三
教
授
、
プ
レ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
上
杉
富
之
教
授
、
事
務
局
の
小
澤
正
人
教
授
、
大
学
院
文
学
研
究
科
長
の
田
中
宣
一
教
授
、
お
よ
び
民
俗
学
研
究
所
主
任
の
茂
木
明
子
氏
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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